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序
1996年のピカリング (Pickering & Chatto) 版小説集 The Novels and
Selected Works of Mary Shelleyの出版、そして 1997年のメアリ・シェリ
























A. Fisch, Anne K. Mellor and Esther H. Schor) の編集による『フランケン






ック (Nora Crook) は 2000年に出版された Mary Shelley’s Fictions: From
Frankenstein to Falknerに寄せた序文の中で、「『フランケンシュタイン』
作家の段階」(‘Author of Frankenstein’ phase) から、「「『フランケンシュ
タイン』ではない」、或いは「その他のメアリ・シェリー」の段階」
(‘Not Frankenstein’ or ‘Other Mary Shelley’ phase) への以降がこの時期に
見られると述べた (xix)。しかし、『フランケンシュタイン』以外の作品
として評価され始めたのは、主に『ヴァルパーガ』(Valperga: or, the
Life and Adventures of Castruccio, Prince of Lucca 1823) や『最後の人間』
































ROMANTIC PERIOD WRITER PERCENTAGES
Writer ％ # (140)
Keats  99 139
Coleridge 99 138
W. Wordsworth  96 135
P. Shelley 96 134
Byron 94 131
Blake  91 128
M. Shelley 56 78
D. Wordsworth  49 68
Hazlitt         41 57
C. Lamb      32 45
(Linkin 564)

































Moers) による 1976年発刊の Literary Womenやサンドラ・M・ギルバ
ートとスーザン・グーバー (Sandra M. Gilbert and Susan Gubar) によって
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1979年に出版された The Madwoman in the Attic: The Woman Writer and
the Nineteenth-Century Literary Imaginationは、70年代後半のフェミニズ
ム批評書としても確固たる地位を占めている。これらの著作による発掘
があったからこそ、80年代以降のフェミニズム批評からのメアリ・シ
ェリー研究、つまり 1984年のメアリ・プーヴィ (Mary Poovey) による
The Proper Lady and the Woman Writer: Ideology as Style in the Works of
Mary Wollstonecraft, Mary Shelley, and Jane Austenや 1988年のアン・















ウルストンクラフト (Mary Wollstonecraft) の『メアリ』(Mary, a Fiction































1993年に出版されたジェイン・ブランバーグ (Jane Blumberg) の Mary
Shelley’s Early Novelsはその名の通り後期作品を全く評価しなかったが、
『フランケンシュタイン』以外に『ヴァルパーガ』と『最後の人間』を
積極的に評価した点は重要である。同年には The Other Mary Shelleyも
出版され、1997年にはシンディ・M・コンガー、フレデリック・ S・
フランク、グレゴリー・オウディ (Syndy M. Conger, Frederick S. Frank,
and Gregory O’Dea) 編 Iconoclastic Departures: Mary Shelley after
Frankenstein: Essays in Honor of the Bicentenary of Mary Shelley’s Birthが刊
行される。その後、2000年のベティ・ T・ベネットとステュアート・
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カラン (Betty T. Bennett and Stuart Curran) 編による Mary Shelley in Her
Timesや、マイケル・エバーリ‐シナトラ (Michael Eberle-Sinatra) の
Mary Shelley’s Fictions: From Frankenstein to Falkner、2003年のエスタ




















参考データの一つとして、2011 年 10 月 7 日に MLA International
Bibliography (Electronic Resource)を利用したところ、言語を限定せずキ
ーワードに “mary shelley” と打ち込むと、全部で 1462件がヒットした。
次いで、メアリ作品のうちどの作品が最も論じられているのかを調査す
るため、先のキーワードに個々の作品名を足して検索してみた。する
と、“mary shelley＋ frankenstein” では全部で 639件、“mary shelley＋
valperga” では 26 件、“mary shelley ＋ last man” では 66 件、“mary
shelley＋ perkin warbeck” では 7件、“mary shelley＋ lodore” では 15件、
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メアリ・シェリーはカノン作家か：メアリ・シェリー研究 30年史
“mary shelley＋ falkner” では 23件、比較のために中編小説の『マチル








リの作品である『六週間の旅』(History of a Six Weeks’ Tour) や『ドイ
ツ・イタリア紀行』(Rambles in Germany and Italy) を加えた検索もした
が、それぞれ 4件及び 7件と、極めて低い数字が出た。
抽出したデータを最近 30年に区切って各年毎に表にしたのが表 1と
表 2である。文献によっては発行年月が “2010 Nov-2011 Feb” や、“1999
Spring-2000 Winter” などとなっていることもあり、その際はそれぞれの
早い方の年、つまり “2010 Nov-2011 Feb” であれば 2010年のものとし
て、“1999 Spring-2000 Winter” であれば 1999年のものとして扱う。
“mary shelley” でヒットする文献は 90年代に入って一気に高まり、特
に 1997年と 2000年にピークを迎えている。その他の作品を合わせて検
索した場合も同じ傾向が見られる。では、なぜこの二つの年なのか。






である。この年に出た Mary Shelley in Her Timesは 1997年 5月に行われ
た the Keats-Shelley Association of Americaの国際会議が元になって編集











year mary shelley mary shelley＋ mary shelley＋ mary shelley＋frankenstein valperga last man
2010 40 12 2 2
2009 53 16 1 4
2008 60 36 2 3
2007 47 15 1 3
2006 48 21 1 1
2005 53 24 1 3
2004 40 11 0 1
2003 60 28 2 4
2002 37 12 1 3
2001 77 29 1 7
2000 95 43 5 5
1999 49 20 0 2
1998 37 12 2 2
1997 69 38 4 3
1996 44 20 0 3
1995 59 33 1 3
1994 53 31 1 1
1993 48 36 0 3
1992 50 28 0 1
1991 22 15 0 1
1990 47 23 0 1
1989 19 5 0 1
1988 19 10 0 1
1987 18 11 0 0
1986 16 6 0 1
1985 14 8 0 0
1984 13 4 0 0
1983 16 9 0 0
1982 12 2 0 1








year mary shelley＋ mary shelley＋ mary shelley＋ mary shelley＋perkin warbeck lodore falkner mathilda
2010 0 1 0 0
2009 0 0 0 1
2008 0 0 0 1
2007 0 2 2 1
2006 0 0 0 0
2005 1 1 1 4
2004 0 0 0 0
2003 0 0 0 2
2002 0 1 1 4
2001 0 2 0 0
2000 1 3 15 3
1999 1 1 0 1
1998 0 0 0 0
1997 2 2 2 6
1996 0 0 0 2
1995 0 0 0 2
1994 1 0 0 4
1993 0 0 0 1
1992 0 0 0 1
1991 0 0 0 0
1990 0 0 0 0
1989 0 0 0 1
1988 0 0 0 0
1987 0 0 0 0
1986 0 0 0 0
1985 0 0 0 0
1984 0 0 0 0
1983 0 0 0 0
1982 0 0 1 0
















































パーシー・ビッシュ・シェリー (Percy Bysshe Shelley)、1824年に親しか
ったバイロン卿 (Lord Byron) が亡くなるなど、ロマン主義を作品と生涯
両面にわたって実現した人物が相次いで彼女の元を去った影響が大き
い。また、歴史的にも時代は安定し、保守化への道筋を辿っており、リ
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